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(論文内容の要旨)

観光客が快適に観光を楽しめるスマートな観光サービスの提供が求められ

ている.そのーつとして,ユーザの観光履歴や嘴好に基づく推薦システムが多
く提案されている.満足のいく体験を提供するには,観光客の好みやプロフィ

ールなどの静的な情報に加え,目的地の現在の混雑情報やルード情報など,時
問とともに変化する動的な情報を考慮して,タイムリーに観光情報を提供する
ことが望ましい.しかし,既存システムの多くは,(D 現場での利用が想定さ

れていない,(2)動的な情報が考慮されていない,(3)観光客に大きな負担が

かかるなどの問題がある,本論文では,観光スポットの観光計画をタイムリー

に提供できるオンサイト観光推薦システムを提案している.提案システムは,

2つの要素技術叉A)噌好情報取得機構田)オンサイト観光キュレーション機
構で構成されている.提案システムの有効性を検証するため,実際の観光スポ

ツトを巡る観光実験とコンヒュータ上で行う疑似観光実験により評価実験を行
つた.その結果,(D 観光前に詳細な観光計画を立てていない観光客にはオン

サイト観光ス推薦が有効である,(2)参加者の嘴好情報を観光スポットの推薦
に反映させると同時に参加者の負担を大幅に軽減する,(3)観光でよく使われ

るモテルコースよりも高い満足度を得ることができる,ことを明らかにしてい

る.また,マーケティングの分里予では,近年,パーソナリティや動機などの心

理的要素に着目した推薦の研究がなされているが,観光分野では少ない.しか

し, Big5 などで表現されるハーソナリティによって,観光の傾向が異なることは示唆さ
れており,観光分野においても,観光客のパーソナリティ・観光動機などの個人特性は,
観光行動と関係があると考える.そこで,本論文では,どのような特性のユーザにど

のような推薦をすべきかを明らかにするため,観光客の個人特性と観光行動と
の関係性を分析している.具体的には,「観光客の個人特性(パーソナリティ・

観光パーソナリティ・観光動機)の違いによって観光行動(観光行動エリア・

観光行動カテゴリ)が異なるか」という問いに基づく 6 つの仮説を設定し,検

証を行う、仮説検証のため,1,000人に京都観光を想定したアンケート調査を実
施している.検証の結果,協調性が高い観光客は,人気のある観光エリアに行きや

すいなど,観光客の個人特性の違いによって観光行動が異なることを確認してい

る,明らかにしている.また,それらの結果に基づいて,協調性の高い観光客に対

して,観光スポットの人気度を示したり,他の観光客からのレビューを表示し
六りするなど,個人特性に合わせた観光推薦について考察している.
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の 要 旨



信倫文審査結果の要旨)

既存の観光推薦システムの多くは、現場での利用が想定されていない、動的な

情報が考慮されていない、観光客に大きな負担がかかるなどの問題があり、こ

れらを解決する観光推薦手法・システムが必要とされている。また、マーケテ

イングの分野で近年盛んに研究されている、パーソナリティや動機などの心理

的要素に着目した推薦が、観光分野に適用されておらず、観光分野において、

観光客のパーソナリティ・観光動機などの個人特性が観光行動と関係があるの

かどうかを明らかにすることが求められている。本研究は、これらの問題を解

決するため、 Dオンサイト観光支援システム、 2)観光客の個人特性と観光行

動との関係性を分析の2つの課題に取り組んだ本研究の学術的貢献は以下の

とおりである

①容易に観光客の噌好を取得し、嘴好や観光スポットの同敵情報を考慮し

観光スホットをオンサイトで推薦可能な手法を考案し、システムとして実装

した実際の観光スポットを巡る観光実験とコンビュータ上で行う疑似観光

実験により評価実験を行った.その結果,(1)観光前に詳細な観光計画を立

てていない観光客にはオンサイト観光ス推薦が有効である,(2)参加者の嘴

好情報を観光スポットの推薦に反映させると同時に参加者の負担を大幅に

軽減する,(3)観光でよく使われるモデルコースよりも高い満足度を得るこ

とができることを明らかにした.,

「観光客の個人特性(パーソナリティ・観光パーソナリティ・観光動機(2)

の違いによって観光行動(観光行動エリア・観光行動カテゴリ)が異なるか」

という問いに基づく 6つの仮説を設定し,1,000人に京都観光を想定したア

ンケート調査を実施し、仮説を検証したまた、結果から、個人特性に合わ

せた観光推薦法について考察した
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観光推薦に関する研究は多くなされているが、オンサイトに着目した研究や観

光客のパーソナリティに着もした研究はあまり例がなく、本研究は,スマート

ツーリズムの実現に対し、大きな貢献があると評価する

以上より、本論文は、博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める




